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専門職大学
2019年4月施行の新しい制度
課程修了者には〇〇学士(専門職）の学位を授与する
専任教員の４割以上を実務家教員とする

実務家教員：専攻分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、
かつ、高度の実務の能力を有する者

4年間で600時間以上の企業内実習（インターンシップ）が必修
１クラス40人以下

文部科学省資料より



2020年4月1日 新潟市に開学
事業創造学部 入学定員80名、総定員320名

– 経営・経済・商学・マーケティング

情報学部 入学定員80名、総定員320名
– AI・IoT・ロボット・サイバーセキュリティ・データサイエンティスト・ゲームアプリ開発

アニメ・マンガ学部(2021年4月開設）入学定員80名、総定員320名
– アニメーター・マンガ家・キャラクターデザイナ・イラストレータ・3DCGクリエイター

開志専門職大学 新潟県新潟市中央区紫竹山/米山/古町

紫竹山キャンパス
「事業創造学部」

米山キャンパス
「情報学部」

古町キャンパス(2021年4月開設）
「アニメ・マンガ学部」



当時の状況
大学

– 大学敷地への全面立入禁止は適用しなかった
>学生は全面立ち入り禁止
>職員の立ち入りは認められるが、対面による会議は禁止
>職員は大学内から遠隔教育を実施

– 全ての情報環境をクラウド上に構築していた
>Office365には遠隔会議システム(Teams)が含まれていた
>実習用のLinux環境等もクラウド上のVMで稼働(情報学部)

学生
– 全学生にラップトップPCを持たせていた

>遠隔講義の受講
>Linux等、実習環境へのアクセス

– 実家、寮から遠隔授業に参加
– 通信環境は概ね良好だったが、一時的に途切れることはしばしば

あった
>録画した講義内容を随時再生可能として対応

同等の環境を後日再現



遠隔授業開始にあたっての課題
-開学と同時に緊急事態体制下に置かれた-
設置計画履行期間（AC期間）であり、認可を受けたシラバス等と

の整合性が厳しく問われる。
専門職大学の特徴である、「企業内実習」を如何に実現するか？
大学での指導経験のない「実務家教員」が多かった。

– オンライン講義の経験を持つ教員はほとんどいなかった。
– 対面で一同に会したこともない。ほぼすべての打ち合わせがテレビ会議。

一人の学生も大学の校舎で授業を受けた経験が無い。
学生全員にPCを持たせていたが、居住環境、ネット環境の把握は

十分でなかった。



遠隔授業の実施
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準備：講義方法の検討と周知
– 学生の居住環境、ネットワーク環境の調査
– 設置計画履行期間（AC期間）であり、シラバスとの整合性に神経を使った
– 講義法のビデオ、ノウハウ・注意点等を共有するwebページを構築
– 講義ノウハウ、文科省通達、著作権問題等、NIIのセミナから多くの情報を得た

試行：学生・教員双方の練習
遠隔講義：リアルタイム、双方向型（Microsoft Teams)
対面講義：教室内の学生密度を下げる。図書館は予約制。
期末試験：結果的に対面で実施できた

ハイブリッド

（企業内実習）
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緊急事態宣言全国へ拡大 39県解除

ハイブリッド

（企業内実習）
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対面授業開始後：学生密度を減らす工夫

教室風景を撮影教師・資料を撮影

40人クラスを前提とした教室配置が「あだ」
一部で2つの教室をビデオリンクし、1クラスの講義を実施
授業風景を録画して、欠席学生に提供
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・学生には、遠隔会議による
頻繁な個別対応を行った
・個別対応は、対面型よりむ
しろ、教員・学生双方やりや
すいとの声もあった
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ハイブリッド

（企業内実習）



参加状況の確認
１時限(90分)中２回以上のアンケート

– 通信品質確認
> 品質不十分の場合個別フォローアップ

– 継続的な参加を促す
小テスト／小課題の提出

– 理解度の確認
– 必要に応じて個別フォローアップ
– 期末試験を対面で行えなかった場合への対

応



学生アンケート結果
授業開始前の「試行講義」後のアン

ケート
– 音声・画像の状況
– “Teams”の操作がうまくできたか
等を調査。
問題のある学生に対して個別に対処した

1学期終了時に行ったアンケート
– わかりやすさ、興味・関心などについて概

ね良い結果が得られた
– 「達成感」には若干低い傾向が見られた

自由記述欄で、グループディスカッションに
より、「他の生徒とのコミニュケーションが
取れたこと」の喜びを伝える声が目立った。

5点 4点 3点 2点 1点

そう思う どちらかとい
えばそう思う

どちらともい
えない

あまりそう思
わない そう思わない



オンラインによるグループディスカッション

科目名「キャリア・デザインⅠ」
1年生の必修科目 (講義・演習）

授業運営上の課題
議論の進め方に関する技法等の修得や、協同学

習を通した課題への取組みをどのようにして達成
させるか

到達目標

1. キャリア及びキャリアデザインの概念や意義と目的
について理解する

2. 議論の目的と進め方や議論をまとめる方法や手法に
ついて理解する

3. キャリアデザインに必要な基本的理論を理解する
4. 目標設定や目標管理の意味と種類や方法など目標設

 定理論について理解する。

オンラインであってもグループ・ディスカッション
ができる環境を整備する

事業創造学部講師 土岐智賀子



グループ・ディスカッションの概要と体制
概要
マイクロソフト社 「Teams」上でグルー

プ（10組各４名）に分かれてディスカッ
ションを実施
（「チャネル」機能の利用）

ディスカッション終了後に全体に戻り共有

支援体制
教職員によるサポート

（1名／慣れるまでは２名のサポート）
対学生：グループの部屋（チャネル）への誘導
対学生：トラブル（入室できない、声が聞こえない

等）に対して随時サポート
対教員：技術サポート（精神的にも大きな支援）

プライバシ保護のため写真の一部に加工を施してあります



オンライングループ・ディスカッションの結果

オンラインでも、グループでの議論の進め方や、協同による課題
解決の手法を学ばせることができた。
グループ内での活発な議論が行えた
学生の毎回の授業に対する動機付け、授業理解に効果があった
全授業を通した授業に対する満足度の向上が得られた
「大学に入学した実感を得た」「早く大学に行きたい」「友人が

できた」（学生同士のつながりを作る契機になった）という声
→授業以外への波及効果も大きかった



企業内実習（“臨地実務実習”）

コロナ禍の中で企業に出向く（臨地）ことができなくなった。

オンラインを交えた実施を決断
【学習目標】

１．臨地実務実習先の企業における各部署、部門の仕事、業務内容、役割を正しく理解し

組織全体の構造、仕組を理解する。

２．企業活動において必要となるビジネスマナー及び社会人としてのマナーを理解し、実践する。

３．日常業務におけるコミュニケーションにおいて、聞き手にわかりやすく、また、重要となるポイントを

明確かつ正確に伝えるためにわかりやすい表現とは何かを理解する。

４．価値観の異なる他者と協働し、互いに貢献し合いながらチームとして成果を生み出すことの意義を理解し、

実践できる。

事業創造学部准教授 福田稔

• 産業界に求められる人材への成⾧を目指す。
• 企業内実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲと新規商品開発・販売実習Ⅰ・Ⅱ（計5科目）のべ実習時間660ｈ

今年度は、1年生を対象に、「企業内実習Ⅰ」を実施（必修、10月～12月）



実習日 一日の流れ

ビジネスマ
ナー指導

企業指導者か
ら課題提示

課題の検討
企業指導者と
ディスカッ

ション

実習先の1企業につき、学生数人がチームを作って対応
学内に、企業毎に別の部屋を用意

学内遠隔講義 企業とオンライン オフライン 企業とオンライン

• 個人・チームで検討
• 巡回する教員が指導

• 企業指導者から説
明と、課題の提示
を受ける

• 検討結果について
企業指導者とディ
スカッションする

•学内で、共通の講
義を受ける

写真の一部に加工を施してあります



企業内実習成果報告会
ハイブリッド形式で実施 （12月23日）
実習に参加した全12チームが集合
企業指導者の一部はオンラインで参加

マーケティング、
ホスピタリティ、
ビジネスマナー
など、
実習で学んだこと、
気づいたことを全員
で共有



まとめ
良かった点

– 「講義のわかりやすさ」等については学生から概ね満足したとの評価を得られた
– 個別指導や相談は、オンラインのほうが良い声が多かった
– 教授会等の会議はむしろ効率よく進めることができた
– 企業内実習において、企業側指導者と密な連携を持てた

課題
– 学生の非言語的反応や教室の雰囲気を受け止めることは難しかった
– 学生が感じる「達成感」にやや低い傾向が見られた
– 学生間の交流は不可能ではなかったが難しかった
– 自由に意見を交換する、という形態の会議にはオンラインは適さかった
– 少人数であったことが成功理由であるものも多い



遠隔講義改善へ向けた検討 情報学部教授 磯西徹明

学生の反応（挙手、チャット）に教
員が気づきやすくする。
– 会議ソフト(Teams)のAPIと連携し、

「信号灯」を点灯
– 挙手、チャット情報等をモニタ画面に

ポップアップ
飽きの来ない、ダイナミックな絵作

り
– 教員の指差しや表情を教材に重ねる
カメラ切り替え等操作用UIの改善


